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　千葉商科大学付属高等学校は昭和26年設立の男女共学校です。普通科（特進選抜クラス、総合進学クラス）と商業科を設置してい
ます。千葉商科大学との高大一体化による教育改革の一環として、新校舎建設による教育環境の整備を進めています。令和３年７月
に第Ⅰ期新校舎が竣工しました（写真上段左・下段右）。
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人
類
の
持
続
可
能
性
を
支
え
る
私
学
の
発
展
の
た
め
に

日
本
私
立
学
校
振
興
・
共
済
事
業
団

理
事
長
　
福 

原
　
紀 

彦

年

頭

所

感

　

謹
ん
で
新
年
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
学
関
係
の
皆
様
の
日
頃
の
ご
尽
力
と
ご
協
力
に
敬
意
と
感

謝
を
表
し
、
本
年
も
皆
様
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
心
よ
り
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
な
事
情
に
遭
遇

さ
れ
て
お
ら
れ
る
方
々
に
、
心
か
ら
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま

す
。

　

昨
年
は
、
日
本
の
学
制
１
５
０
周
年
の
記
念
す
べ
き
節
目
の

年
で
し
た
。
こ
の
機
会
に
、わ
が
国
の
近
代
化
と
興
隆
の
礎
が
、

学
校
制
度
の
整
備
に
よ
る
人
材
の
育
成
に
あ
っ
た
こ
と
を
、
関

係
者
一
同
が
再
確
認
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

日
本
の
社
会
は
、
少
子
高
齢
化
が
進
行
し
、
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ

ル
・
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
の
名
の
も
と
に
生
活
や

活
動
の
新
し
い
様
式
が
次
々
と
開
発
さ
れ
、
各
種
組
織
や
社
会

構
造
全
体
が
大
き
な
変
革
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
今

日
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
蔓
延
、
気
候
変
動
に
よ

る
豪
雨
災
害
、
各
地
で
の
紛
争
と
国
際
的
緊
張
、
為
替
変
動
や

エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
の
急
騰
に
よ
る
経
済
生
活
環
境
の
悪
化
等
に

よ
り
、
人
類
の
持
続
可
能
性
が
大
き
く
脅
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

人
類
の
持
続
可
能
性
を
担
保
す
る
礎
と
し
て
、
将
来
の
社
会

を
担
う
人
材
の
育
成
と
諸
科
学
の
振
興
を
は
か
る
う
え
で
、
わ

が
国
で
は
、
多
様
性
の
あ
る
私
学
の
果
た
す
役
割
が
き
わ
め
て

重
大
で
す
。
そ
し
て
、
私
学
の
組
織
と
活
動
に
携
わ
る
人
々
の

安
全
と
生
活
を
確
保
す
る
こ
と
の
大
切
さ
が
、
い
っ
そ
う
痛
感

さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

昨
今
で
は
、
学
校
法
人
の
発
展
の
礎
と
な
る
ガ
バ
ナ
ン
ス
の

強
化
、
成
長
分
野
で
の
人
材
育
成
や
多
子
世
帯
に
配
慮
し
た
修

学
支
援
制
度
の
充
実
、
教
職
員
の
働
き
方
改
革
、
新
時
代
の
義

務
教
育
・
高
等
教
育
の
制
度
改
革
、
基
礎
及
び
先
端
の
分
野
で

の
研
究
の
進
化
、
そ
の
他
、
教
育
未
来
創
造
会
議
第
一
次
提
言

に
よ
る
課
題
提
起
と
工
程
表
を
受
け
て
、
歴
史
と
伝
統
に
支
え

ら
れ
た
建
学
の
精
神
の
も
と
に
私
学
の
個
性
と
多
様
性
を
し
っ

か
り
と
発
揮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
期
を
迎
え
て
い
る
と
い

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

私
学
事
業
団
で
は
、
変
化
が
激
し
く
将
来
が
不
確
実
な
時
代

で
あ
っ
て
も
、
助
成
業
務
と
共
済
業
務
の
着
実
な
執
行
を
通
じ

て
、
私
学
の
振
興
を
は
か
り
、
私
学
関
係
者
の
皆
様
に
安
心
を

も
た
ら
す
使
命
を
担
っ
て
い
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

助
成
業
務
に
お
い
て
は
、
①
補
助
事
業
で
は
、
私
立
大
学
等

の
運
営
に
必
要
な
経
常
費
補
助
金
を
確
保
し
、
教
育
研
究
の
質

の
向
上
、
地
域
へ
の
貢
献
及
び
研
究
力
の
強
化
等
に
取
り
組
む

私
立
大
学
等
に
対
す
る
支
援
を
強
化
し
て
い
き
ま
す
。

　

②
貸
付
事
業
で
は
、
私
立
学
校
の
教
育
研
究
活
動
の
基
盤
と

な
る
施
設
・
設
備
等
の
整
備
や
経
営
に
必
要
な
資
金
に
対
し
、

長
期
・
低
利
・
固
定
金
利
で
融
資
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

③
経
営
支
援
・
情
報
提
供
事
業
で
は
、
学
校
法
人
の
経
営
力

の
強
化
や
教
育
条
件
の
改
善
を
図
る
取
り
組
み
へ
の
支
援
と
し

て
、
現
状
分
析
や
経
営
課
題
の
把
握
、
経
営
改
革
等
に
対
す
る

助
言
等
を
行
う
経
営
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
私
立
学
校
の
特
色
や
具
体
的
に
実
践
し
て
い
る
優
れ

た
教
育
改
革
等
に
関
す
る
取
り
組
み
の
情
報
を
迅
速
か
つ
的
確

に
収
集
蓄
積
し
、
大
学
ポ
ー
ト
レ
ー
ト
（
私
学
版
）
を
は
じ
め

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
刊
行
物
等
で
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

④
寄
付
金
事
業
で
は
、
受
配
者
指
定
寄
付
金
制
度
を
通
じ
、

私
立
学
校
の
募
金
活
動
を
税
制
優
遇
の
面
で
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
未
来
を
つ
く
る
学
術
研
究
と
研
究
者
育
成
を
支
援
す

る
た
め
、
社
会
一
般
か
ら
の
寄
付
金
や
基
金
の
運
用
益
を
原
資

と
し
、
学
術
研
究
振
興
資
金
、
若
手
・
女
性
研
究
者
奨
励
金
を

交
付
し
て
い
ま
す
。

　

⑤
減
免
資
金
交
付
事
業
で
は
「
大
学
等
に
お
け
る
修
学
の
支

援
に
関
す
る
法
律
」
に
基
づ
き
、
令
和
２
年
４
月
か
ら
私
立
大

学
等
が
学
生
等
に
対
し
て
行
う
授
業
料
等
の
減
免
費
用
に
要
し

た
資
金
を
大
学
等
に
交
付
し
て
い
ま
す
。

　

共
済
業
務
に
お
い
て
は
、
①
短
期
給
付
事
業
で
は
、
健
康
保

険
法
等
の
改
正
に
よ
り
、
４
年
10
月
か
ら
育
児
休
業
中
の
掛
金

等
の
免
除
要
件
が
見
直
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
育
児
・

介
護
休
業
法
の
改
正
に
よ
り
新
設
さ
れ
た
出
生
時
育
児
休
業

（
産
後
パ
パ
育
休
）
の
期
間
に
つ
い
て
も
、
要
件
を
満
た
せ
ば

掛
金
等
の
免
除
対
象
に
な
り
ま
す
。

　

②
年
金
等
給
付
事
業
で
は
、
４
年
４
月
か
ら
在
職
定
時
改
定

が
導
入
さ
れ
、
在
職
中
で
あ
っ
て
も
毎
年
10
月
に
年
金
額
が
改

定
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

③
福
祉
事
業
で
は
、
生
活
習
慣
病
の
予
防
に
よ
る
医
療
費
削

減
を
目
的
と
し
、
４
年
度
か
ら
40
歳
～
74
歳
の
被
扶
養
者
等
を

対
象
に
、「
特
定
健
康
診
査
受
診
券
（
セ
ッ
ト
券
）」
が
送
付
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

共
済
業
務
に
お
い
て
は
引
き
続
き
、
関
連
す
る
法
令
等
の
改

正
に
合
わ
せ
、
適
切
な
対
応
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

わ
が
国
の
経
済
社
会
と
私
立
学
校
運
営
の
厳
し
さ
が
増
す

中
、
本
事
業
団
で
は
、
新
た
な
中
期
目
標
と
計
画
の
も
と
に
、

私
立
学
校
の
振
興
と
、
加
入
者
の
皆
様
の
福
利
厚
生
の
向
上
の

た
め
に
、
役
職
員
一
同
、
い
っ
そ
う
の
努
力
を
重
ね
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

皆
様
に
は
、
本
年
も
本
事
業
団
の
業
務
に
ご
指
導
・
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。



3

令和 5年 1月 1日　第 3 0 1 号

助
成
業
務

　

私
学
事
業
団
で
は
、
将
来
、
学
校
経
営
を

担
う
若
手
職
員
を
対
象
に
、
学
校
法
人
経
営

や
高
等
教
育
政
策
の
諸
課
題
に
つ
い
て
の
広

範
な
知
識
及
び
柔
軟
な
思
考
力
を
修
得
し
、

大
学
改
革
に
向
け
た
意
識
を
高
め
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、「
私
学
ス
タ
ッ
フ
セ
ミ
ナ
ー
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
に
お
い
て
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
拡
大
防
止
対
策
と
し
て
、
定
員

規
模
を
縮
小
し
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

定
員
の
４
倍
を
超
え
る
応
募
を
い
た
だ

き
、
10
月
に
開
催
さ
れ
た
仙
台
会
場
で
は
、

17
法
人
17
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
な
お
、
大

阪
会
場
に
つ
き
ま
し
て
は
、
当
初
９
月
に
開

催
予
定
で
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
拡
大
状
況
を
勘
案
し
、
５
年
２
月
に

延
期
し
ま
し
た
。

【
セ
ミ
ナ
ー
の
特
長
】

①
４
人
１
組
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
が
中
心

②
課
題
に
取
り
組
み
、
グ
ル
ー
プ
発
表
を
行
う

③
同
世
代
の
職
員
と
語
り
合
う

④�

基
礎
的
な
知
識
（
私
立
大
学
等
の
現
状
、

学
校
法
人
会
計
、
財
務
分
析
等
）
を
短
期

間
に
修
得
す
る

⑤
講
師
と
率
直
な
意
見
交
換
を
す
る

　

今
回
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
は
、「
学
校
法

人
の
中
長
期
経
営
計
画
の
作
成
」
を
テ
ー
マ

に
、
学
校
法
人
の
現
状
を
分
析
し
、
中
長
期

経
営
計
画
を
作
成
す
る
実
践
力
を
養
う
こ
と

令
和
４
年
度　
私
学
ス
タ
ッ
フ
セ
ミ
ナ
ー
の
報
告

を
目
的
と
し
ま
し
た
。

　

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
は
、
中
長
期
経
営
計

画
の
進
捗
や
財
務
等
の
現
状
を
基
に
、
学
校

法
人
の
経
営
者
側
の
視
点
に
立
っ
て
経
営
・

財
務
・
教
学
等
の
幅
広
い
知
識
を
活
用
し
た

多
角
的
考
察
を
行
い
、
根
拠
に
基
づ
い
た
次

期
中
長
期
経
営
計
画
を
作
成
し
ま
し
た
。
計

画
の
作
成
に
当
た
っ
て
は
、
一
職
員
の
業
務

の
視
点
だ
け
に
捉
わ
れ
ず
、
大
学
が
永
続
的

に
教
育
を
続
け
ら
れ
る
よ
う
広
い
視
野
で
経

営
方
針
を
立
て
る
こ
と
を
意
識
し
て
取
り
組

み
ま
し
た
。

　

最
終
日
に
は
グ
ル
ー
プ
発
表
と
し
て
、
作

成
し
た
中
長
期
経
営
計
画
を
理
事
会
で
報
告

す
る
こ
と
を
想
定
し
た
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
を
行
い
ま
し
た
。

　

以
下
、
セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

◦�

私
立
大
学
を
取
り
巻
く
環
境
が
変
化
し
て

い
く
中
で
、
大
学
職
員
に
求
め
ら
れ
る
の

は
、
多
岐
に
わ
た
る
知
識
と
現
状
に
対
す

る
分
析
力
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
他
大
学
の

さ
ま
ざ
ま
な
部
署
の
方
と
交
流
す
る
中
で
、

自
身
の
大
学
や
業
務
以
外
に
関
す
る
知
識

が
い
か
に
不
足
し
て
い
る
か
と
い
う
こ
と

を
痛
感
し
ま
し
た
。

◦�

今
ま
で
は
、
実
務
を
行
う
に
あ
た
っ
て
の

知
識
や
技
能
の
習
得
に
ば
か
り
目
が
向
い

て
お
り
、
経
営
や
分
析
は
自
分
か
ら
遠
い

も
の
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
今
後
は
「
自

分
ご
と
」
と
し
て
経
営
に
目
を
向
け
、
自

分
か
ら
考
え
を
発
信
で
き
る
職
員
を
目
指

し
ま
す
。

　

本
セ
ミ
ナ
ー
が
参
加
者
に
と
っ
て
有
意
義

で
あ
り
、
職
員
の
役
割
に
つ
い
て
考
え
る
機

会
と
な
っ
た
こ
と
が
伝
わ
り
ま
す
。

　

本
事
業
団
で
は
、
来
年
度
に
お
い
て
も
引

き
続
き
学
校
法
人
職
員
の
能
力
開
発
に
貢
献

し
て
い
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
（
私
学
振
興
事
業
本
部
）

私
学
経
営
情
報
セ
ン
タ
ー　

私
学
情
報
室

☎
０
３
（
３
２
３
０
）
７
８
４
９
・
７
８
５
０

Ｅ
メ
ー
ル　

center@
shigaku.go.jp

私
学
経
営
情
報
セ
ン
タ
ー
　
私
学
情
報
室

グループワーク（仙台会場）

○１日目

時間 内　容　等

13：00 ～ 開会・アイスブレイク
14：15 ～ 講演「私立大学等の現状について」	 私学経営情報センター職員
15：00 ～ 講演「学校法人会計基準」	 私学経営情報センター職員
15：55 ～ 講演「財務分析と中期計画の策定」	 私学経営情報センター職員
17：05 ～ 講演「学校法人に求められるコンプライアンス」

仙台会場　講師：大河原 遼平 弁護士
大阪会場　講師：畠山 大志 弁護士（予定）

19：45 終了

○２日目

時間 内　容　等

 8：30 ～ グループワークについての説明・グループワークⅠ（SWOT分析、発表）
13：00 ～ グループワークⅡ（重点課題の整理、中長期経営計画の作成）
18：50 ～ グループワークⅢ（発表準備）
20：00 終了

○３日目

時間 内　容　等

 8：30 ～ グループ発表
11：35 ～ 修了証書授与・表彰・講評・閉会
12：25 解散

日程・場所：令和４年10月12日（水）～14日（金） 仙台ガーデンパレス
　　　　　　令和５年２月15日（水）～17日（金） 大阪ガーデンパレス（予定）
対象：�令和４年４月１日時点で、33歳以下かつ学校法人での勤続年数が３

年以上の大学・短期大学又は高等専門学校職員
参加：仙台会場　17名
　　　大阪会場　20名（予定）

◆私学スタッフセミナー（２泊３日合宿形式）
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◆
は
じ
め
に

　

本
校
は
昭
和
26
年
に
創
立
者
森
志
久
馬
に

よ
り
「
実
学
実
践
学
習
の
訓
育
を
施
し
、
付

属
高
校
生
徒
と
し
て
の
素
養
を
身
に
つ
け
、

周
囲
の
情
勢
に
お
も
ね
る
こ
と
な
く
常
に
中

道
を
歩
み
、
将
来
社
会
の
要
請
に
応
え
う
る

質
実
に
し
て
有
為
な
人
材
を
育
成
す
る
。」

こ
と
を
建
学
の
精
神
と
し
て
創
設
さ
れ
ま
し

た
。
以
来
「
建
学
の
精
神
・
柏
葉
の
精
神
・

生
徒
目
標
」
を
教
育
の
中
心
に
据
え
、
普
通

科
と
商
業
科
を
擁
す
る
高
等
学
校
と
し
て
、

今
日
ま
で
発
展
し
て
き
ま
し
た
。
校
歌
に
歌

わ
れ
る
よ
う
に
九
里
を
潤
す
江
戸
川
の
清
流

に
近
く
、
生
徒
の
多
く
が
千
葉
県
は
も
と
よ

り
東
京
都
、
埼
玉
県
、
茨
城
県
の
一
都
三
県

よ
り
通
学
し
て
い
ま
す
。

◆
キ
ャ
ン
パ
ス

　

昭
和
40
年
に
千
葉
商
科
大
学
の
あ
る
千
葉

県
市
川
市
の
国
府
台
か
ら
同
市
中
国
分
の
地

に
キ
ャ
ン
パ
ス
を
移
転
し
、
以
降
本
校
は
、

加
速
度
的
に
進
む
教
育
内
容
や
教
育
環
境
の

変
化
に
対
応
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
教

育
環
境
の
さ
ら
な
る
充
実
の
た
め
に
、
付
属

高
等
学
校
教
職
員
は
新
校
舎
の
建
設
を
検
討

し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
令
和
２
年
に
西
側
隣

て
い
ま
す
。

　

吹
き
抜
け
の
明
る
い
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
は
学

校
説
明
会
な
ど
で
新
校
舎
を
見
学
に
来
た
受

験
生
に
も
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
り
、
本

校
を
第
一
志
望
と
す
る
受
験
生
が
増
え
て
き

ま
し
た
。

　

ま
た
、
省
エ
ネ
に
つ
い
て
国
土
交
通
省
認

定
の
建
築
物
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
性
能
表
示
制
度

「
Ｂ
Ｅ
Ｌ
Ｓ
」
で
最
高
評
価
の
５
ス
タ
ー
と
、

Ｚ
Ｅ
Ｂ 

Ｒ
ｅ
ａ
ｄ
ｙ（
注
）の
認
証
を
取
得

し
て
い
ま
す
。
高
等
学
校
の
校
舎
が
Ｚ
Ｅ
Ｂ 

Ｒ
ｅ
ａ
ｄ
ｙ
を
取
得
す
る
の
は
全
国
で
初
め

て
の
こ
と
で
す
。

　

教
室
に
は
75
イ
ン
チ
モ
ニ
タ
ー
を
設
置
し
、

生
徒
が
持
つ
タ
ブ
レ
ッ
ト
型
端
末
と
教
材
を

共
有
し
て
、
い
つ
で
も
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
に

対
応
で
き
る
体
制
で
授
業
を
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
室
や
Ｐ
Ｃ

室
、
多
目
的
メ
デ
ィ
ア
室
に
は
最
新
の
機
器

が
完
備
さ
れ
、
Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ
５
・
０
社

会
の
学
び
を
享
受
し
ま
す
。

　

４
年
４
月
よ
り
学
習
指
導
要
領
が
改
訂
さ

れ
、「
公
共
」
と
「
家
庭
」
で
金
融
教
育
が

必
修
と
な
り
ま
し
た
。「
金
融
リ
テ
ラ
シ
ー
」

を
始
め
と
す
る
新
し
い
教
育
活
動
を
最
新
の

設
備
を
備
え
た
校
舎
で
実
現
で
き
る
こ
と
は
、

今
後
の
付
属
高
等
学
校
の
教
育
効
果
に
多
大

な
付
加
価
値
を
加
え
、
さ
ら
に
受
験
生
及
び

教
育
関
係
者
に
対
し
て
付
属
高
等
学
校
の
将

来
像
や
魅
力
を
強
く
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が

で
き
る
も
の
で
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

（
注
）Ｚ
Ｅ
Ｂ
は
、年
間
の
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー

消
費
量
が
正
味
ゼ
ロ
又
は
マ
イ
ナ
ス
の
建
築 

地
を
地
権
者
か
ら
譲
り
受
け
、
本
格
的
に

新
校
舎
建
設
の
計
画
を
立
て
ま
し
た
。
そ
の

後
、
土
地
柄
、
埋
蔵
文
化
財
の
発
掘
調
査
な

ど
が
あ
り
ま
し
た
が
、
２
年
３
月
に
新
校
舎

が
着
工
さ
れ
、
３
年
７
月
に
西
側
敷
地
に
Ⅰ

期
新
校
舎
が
竣
工
し
、
同
年
９
月
よ
り
教
室

と
し
て
供
用
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

新
校
舎
は
、
次
世
代
に
向
け
「
未
来
・
地

域
・
生
徒
同
士
が
『
つ
な
が
る
』
校
舎
」
を

コ
ン
セ
プ
ト
に
、
建
物
の
中
心
に
あ
る
吹
き

抜
け
を
介
し
て
校
舎
全
体
が
つ
な
が
り
、
光

を
採
り
込
ん
だ
「
学
び
の
空
間
」
と
な
っ
て
、

生
徒
や
教
員
が
交
流
す
る
場
作
り
を
目
指
し

　
魅
力
あ
ふ
れ
る
学
校
づ
く
り
を
目
指
し
て

連 載 �

高
大
一
体
化
を
目
指
す
教
育
改
革

学
校
法
人
千
葉
学
園
　
理
事

千
葉
商
科
大
学
付
属
高
等
学
校
　
校
長
　
浅
川 

潤
一

物
の
こ
と
で
、
Ｚ
Ｅ
Ｂ 

Ｒ
ｅ
ａ
ｄ
ｙ
は
、

Ｚ
Ｅ
Ｂ
化
の
評
価
を
意
味
し
て
い
ま
す
。

◆
高
大
一
体
化
の
教
育
改
革

　

こ
の
よ
う
な
教
育
環
境
の
整
備
を
進
め
る

本
校
の
背
景
に
は
、
千
葉
商
科
大
学
と
の
高

大
一
体
化
の
教
育
改
革
に
あ
り
ま
す
。

　

本
校
と
千
葉
商
科
大
学
を
運
営
す
る
学
校

法
人
千
葉
学
園
は
、
実
学
を
通
じ
て
社
会
の

発
展
に
貢
献
で
き
る
人
材
を
育
成
す
る
た

め
、
学
校
法
人
千
葉
学
園
の
教
育
理
念
「
千

葉
学
園
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
策
定
し
、
７
年

間
の
高
大
一
貫
教
育
、
９
年
間
の
高
・
大
・

院
の
一
貫
教
育
体
制
の
構
築
を
目
指
し
て
、

両
校
の
一
体
的
・
総
合
的
な
教
育
力
の
向
上

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

本
校
は
、
同
ビ
ジ
ョ
ン
の
下
、
４
年
度
か

ら
、
新
ク
ラ
ス
・
コ
ー
ス
を
設
置
し
、
普
通

科
を
「
特
進
選
抜
ク
ラ
ス
」
及
び
「
総
合
進

学
ク
ラ
ス
」
に
改
編
し
、「
商
業
科
」
と
併

せ
て
３
ク
ラ
ス
と
し
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の 多目的メディア室

新校舎 吹抜エントランス
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ク
ラ
ス
の
目
標
に
基
づ
い
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

を
構
成
し
、
生
徒
が
積
極
的
に
知
識
を
修
得

で
き
る
環
境
を
整
え
る
と
と
も
に
、
生
徒
一

人
ひ
と
り
の
興
味
・
関
心
に
応
じ
た
進
路
に

対
応
し
て
い
ま
す
。

千
葉
学
園
教
育
ビ
ジ
ョ
ン

１
．
社
会
と
連
携
し
た
実
学
教
育
を
基
本
と

し
、
幅
広
い
視
野
を
も
っ
て
社
会
の
発
展

に
貢
献
で
き
る
人
材
の
育
成
を
図
る
。

２
．
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
を
も
っ
て
さ
ま
ざ

ま
な
課
題
に
取
り
組
む
こ
と
の
で
き
る
人

材
の
育
成
を
図
る
。

３
．
高
い
倫
理
観
を
も
っ
て
課
題
解
決
に
主

体
的
に
取
り
組
め
る
人
材
の
育
成
を
図
る
。

４
．
地
域
の
発
展
に
資
す
る
人
材
の
育
成
を

図
る
。

５
．
豊
か
な
人
間
性
と
教
養
を
備
え
た
人
材

の
育
成
を
図
る
。

◆
独
自
の
金
融
リ
テ
ラ
シ
ー
教
育

　

本
校
の
金
融
リ
テ
ラ
シ
ー
教
育
は
、
１
年

生
の
「
公
共
」、
２
年
生
の
「
家
庭
科
」
で�

「
金
融
リ
テ
ラ
シ
ー
」
を
扱
い
、
３
年
生
で

は
総
合
的
な
探
究
の
時
間
に
お
い
て
、
金
融

リ
テ
ラ
シ
ー
Ⅰ
、
さ
ら
に
普
通
科
総
合
型
及

び
商
業
科
は
Ⅱ
を
通
し
て
、
学
び
を
深
め
て

い
き
ま
す
。
特
に
３
年
生
で
学
ぶ
金
融
リ
テ

ラ
シ
ー
は
、
高
大
一
体
化
教
育
と
し
て
、
千

葉
商
科
大
学
で
講
義
し
て
い
る
内
容
を
先
取

り
す
る
も
の
と
な
り
ま
す
。

　

金
融
リ
テ
ラ
シ
ー
教
育
は
、
決
し
て
お
金

儲
け
が
テ
ー
マ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
社
会
で

自
立
し
て
生
き
る
た
め
、
持
続
可
能
な
社
会

を
創
る
た
め
、「
金
融
や
経
済
に
関
す
る
知

識
や
判
断
力
」
を
生
徒
に
身
に
つ
け
て
も
ら

う
こ
と
が
、
金
融
リ
テ
ラ
シ
ー
教
育
の
目
的

で
す
。

　

実
際
の
授
業
の
な
か
で
、
生
徒
た
ち
は
家

計
の
収
支
管
理
の
基
本
や
、
自
立
し
た
生
活

の
た
め
の
資
金
計
画
に
つ
い
て
学
び
、
ラ
イ

フ
プ
ラ
ン
を
考
え
ま
す
。
折
々
の
ラ
イ
フ
イ

ベ
ン
ト
時
に
事
故
、
病
気
、
失
業
、
災
害
な

ど
、リ
ス
ク
に
見
舞
わ
れ
た
と
き
の
備
え
や
、

経
済
、
社
会
保
障
、
保
険
、
金
融
商
品
の
種

類
、
不
動
産
な
ど
に
つ
い
て
も
、
学
習
し
て

い
き
ま
す
。

　

３
年
生
で
学
ぶ
金
融
リ
テ
ラ
シ
ー
は
、
千

葉
商
科
大
学
の
教
育
理
念
が
「
持
続
可
能
な

開
発
目
標
」（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
と
の
親
和
性
が

高
い
こ
と
か
ら
、
本
校
の
金
融
教
育
に
つ
い

て
も
社
会
と
結
び
つ
い
た
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
考
え

方
を
土
台
に
、「
金
融
リ
テ
ラ
シ
ー
×
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
」
と
し
て
独
自
に
展
開
し
ま
す
。
そ
の

基
盤
に
な
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
考
え
方
に
つ
い
て

は
、
１
・
２
年
生
の
総
合
的
な
探
究
の
時
間

で
深
く
学
ん
で
い
ま
す
。

　

金
融
リ
テ
ラ
シ
ー
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
、
実
は

と
て
も
深
い
関
係
に
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、

持
続
可
能
な
社
会
を
守
り
な
が
ら
、
十
分
な

収
入
を
得
よ
う
と
努
力
す
る
こ
と
は
、
目
標

８
「
働
き
が
い
も
経
済
成
長
も
」
に
リ
ン
ク

し
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
社
会
軸
と
し
て
の

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
、
個
人
軸
と
し
て
の
金
融
リ
テ

ラ
シ
ー
、
両
方
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
学
ぶ
こ
と

で
、
真
に
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン

が
実
現
で
き
る
の
で
す
。

◇
◇
◇
寄
稿
者
紹
介
◇
◇
◇

浅
川 

潤
一
（
あ
さ
か
わ 

じ
ゅ
ん
い
ち
）

昭
和
58
年
度
か
ら
学
校
法
人
千
葉
学
園
千
葉

商
科
大
学
付
属
高
等
学
校
勤
務

平
成
21
年
度
か
ら
教
頭
、
令
和
元
年
度
か
ら

現
職

　

こ
の
よ
う
に
金
融
リ
テ
ラ
シ
ー
に
つ
い

て
、
本
校
は
千
葉
商
科
大
学
と
強
力
な
タ
ッ

グ
を
組
ん
で
、
独
自
の
特
色
あ
る
金
融
リ
テ

ラ
シ
ー
教
育
を
開
始
し
ま
す
。
高
校
の
学
び

を
千
葉
商
科
大
学
で
深
め
、
会
計
士
、
税
理

士
、
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
プ
ラ
ン
ナ
ー
を

目
指
す
な
ど
、
高
大
一
体
と
し
て
の
強
み
を

生
か
し
た
シ
ー
ム
レ
ス
な
学
び
で
す
。

◆�

千
葉
商
科
大
学
・
千
葉
商
科
大
学
付
属
高

等
学
校
と
日
本
Ｆ
Ｐ
協
会
と
の
連
携

　

４
年
７
月
７
日
に
、
本
校
と
千
葉
商
科
大

学
は
、
特
定
非
営
利
活
動
法
人
日
本
フ
ァ
イ

ナ
ン
シ
ャ
ル
・
プ
ラ
ン
ナ
ー
ズ
協
会
（
日
本

Ｆ
Ｐ
協
会
）
と
の
間
で
金
融
リ
テ
ラ
シ
ー
教

育
に
関
わ
る
包
括
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

授
業
・
講
義
に
お
け
る
ア
ド
バ
イ
ス
や
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
派
遣
等
の
協
力
を
得
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

　

同
協
会
が
高
校
レ
ベ
ル
で
通
年
連
携
を
行

う
の
は
、
本
校
が
初
め
て
で
す
。
本
校
の
教

育
が
全
国
の
高
校
の
先
駆
け
と
な
る
よ
う
、

教
育
改
革
を
さ
ら
に
推
し
進
め
て
い
き
ま
す
。

◆�

ま
と
め

　

本
校
は
、
独
自
の
金
融
リ
テ
ラ
シ
ー
教
育

や
新
校
舎
建
設
を
柱
と
す
る
高
大
一
体
化
の

教
育
改
革
に
よ
り
、
選
ば
れ
る
学
校
づ
く
り

を
進
め
て
い
ま
す
。

金融リテラシー教育 体系図

〇全体

概要

3年生全員に金融教育を行
う。

実施内容

・金融リテラシーⅠ

（家計管理・税金・社会
保険・民間保険・貯蓄・
投資・融資・ライフプラ
ンニング）

〇普通科（総合型），

商業科

概要

商大進学を目指す生徒によ
り特色する教育を行う。

実施内容

・金融リテラシーⅡ

（大学で使用している金融
リテラシーコンテンツを，
高校版にアレンジした内
容）

特記事項

・商大への進学後も含める
と，７年間一貫教育を実現
できる。

総合探究

３学期～ 高大連携（SDGs）

総合探究

１学期～３学期 高大連携（SDGs）

公共

（３学期に金融リテラシー）

家庭科

（１学期に金融リテラシー）

１
年

２
年

３
年

総合探究

（金融リテラシーⅠ）

総合探究
（４単位中

２単位）

金融リテ
ラシーⅡ

総合実践（２単位）

金融リテラシーⅡ

文型 理型 総合型

普通科
総合進学コース

ビジネス型 IT型 会計型

商業科

文系 理系

普通科
特進選抜コース

１学期と２学期合計で
38回程度

１学期と２学期合計で
19回程度

日本 FP 協会との連携等に関する包括協定締結式
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特
例
的
な
繰
下
げ
み
な
し
増
額
の
導
入

年
金
部
　
年
金
第
一
課

　
「
被
扶
養
者
認
定
申
請
書
DL
」（
以
下
「
申

請
書
」
と
い
い
ま
す
）
は
、
令
和
５
年
１
月

か
ら
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に
よ
る
他
機
関
と
の
情

報
連
携
に
よ
り
住
民
票
等
の
情
報
を
確
認
す

る
事
務
に
変
更
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
情
報

連
携
の
利
用
に
対
応
し
た
書
式
に
変
更
し
ま

し
た
。

●
必
ず
新
用
紙
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い

　

情
報
連
携
を
行
う
た
め
に
、
申
請
書
を
受

け
付
け
後
、
申
請
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
内

容
を
先
に
シ
ス
テ
ム
登
録
し
ま
す
。
旧
用
紙

は
情
報
連
携
に
対
応
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、

旧
用
紙
で
提
出
さ
れ
た
場
合
、
処
理
の
遅
延

等
に
つ
な
が
り
ま
す
。

●
新
用
紙
は
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す

　

新
用
紙
は
、私
学
共
済
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ〔
様

式
用
紙
等
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
〕
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
申
請
書
の
取
り
扱
い

・�

申
請
書
は
、
認
定
対
象
者
１
名
に
つ
き
１

枚
と
な
り
ま
す
。

・�

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
記
入
欄
が
テ
ー
プ
等
に
よ

り
マ
ス
キ
ン
グ
さ
れ
て
い
た
場
合
は
、
シ

ス
テ
ム
登
録
を
行
う
際
に
、
テ
ー
プ
等
を

剥
が
し
て
処
理
を
し
ま
す
。
不
備
等
に
よ

り
返
送
す
る
場
合
、
テ
ー
プ
等
は
剥
が
し

た
状
態
で
返
送
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の

で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
返
送
は
簡
易
書

留
で
行
い
ま
す
。

　

令
和
５
年
度
よ
り
、
年
金
の
受
給
権
発
生

日
か
ら
５
年
経
過
後
に
、
繰
下
げ
受
給
の
申

出
を
行
わ
ず
年
金
を
遡
っ
て
受
け
取
る
こ
と

を
選
択
し
た
場
合
、「
年
金
請
求
日
の
５
年

前
の
日
に
繰
下
げ
受
給
の
申
出
」
が
あ
っ
た

も
の
と
み
な
し
て
、
増
額
さ
れ
た
年
金
額
を

受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
が
始
ま
り
ま

す
（
下
図
参
照
）。

●
対
象
者

　

昭
和
27
年
４
月
２
日
以
後
に
生
ま
れ
た
人

（
受
給
権
発
生
日
が
平
成
29
年
４
月
１
日
以

降
の
人
）
で
、
令
和
５
年
４
月
１
日
以
降
に

老
齢
厚
生
年
金
の
請
求
を
行
う
人

●
制
度
の
背
景
と
目
的

　

繰
下
げ
受
給
を
す
る
場
合
の
上
限
年
齢
の

引
上
げ
（
70
歳
か
ら
75
歳
に
引
上
げ
：
令
和

４
年
度
施
行
）
に
伴
い
、
70
歳
以
降
も
繰
下

げ
待
機
を
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
当
初
繰
下
げ
待
機
を
選
択

し
て
い
た
人
が
、
70
歳
以
降
に
年
金
を
遡
っ

て
受
け
取
る
こ
と
を
選
択
し
た
場
合
、
請
求

時
点
か
ら
５
年
以
上
前
の
年
金
は
時
効
に
よ

り
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　

今
回
の
改
正
は
、
５
年
以
上
前
の
時
効
消

滅
し
た
年
金
に
対
応
す
る
た
め
に
設
け
ら
れ

た
も
の
で
す
。

●
留
意
事
項

◦�

80
歳
以
降
（
受
給
権
発
生
日
か
ら
15
年
経

過
後
）
の
年
金
請
求
は
、
こ
の
制
度
の
適

用
か
ら
除
外
さ
れ
て
い
ま
す
。

◦�

退
職
等
年
金
給
付
に
お
け
る
退
職
年
金
に

つ
い
て
も
同
様
の
制
度
が
始
ま
り
ま
す
。

業
務
部
　
資
格
課

被
扶
養
者
認
定
申
請
書
は
新
用
紙

を
使
用
し
て
く
だ
さ
い

　

令
和
４
年
10
月
か
ら
公
金
受
取
口
座
登
録

制
度
（
以
下
「
公
金
受
取
口
座
」
と
い
い
ま

す
）
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　

私
学
事
業
団
が
送
金
す
る
年
金
の
受
取
口

座
を
公
金
受
取
口
座
と
同
じ
に
す
る
場
合
は

「
年
金
受
給
権
者
受
取
機
関
・
氏
名
変
更
届
」

（
以
下
「
受
取
機
関
変
更
届
」
と
い
い
ま
す
）

の「
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
に
登
録
済
の
口
座（
公

金
受
取
口
座
）
を
指
定
す
る
」
欄
に
チ
ェ
ッ

ク
を
入
れ
、公
金
受
取
口
座
の
参
考
情
報（
金

融
機
関
名
、
支
店
名
、
預
金
種
別
、
口
座
番

号
等
）
を
記
入
し
、
私
学
事
業
団
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　

従
来
の
受
取
機
関
変
更
届
と
異
な
り
、
通

帳
等
の
写
し
や
金
融
機
関
等
の
証
明
を
省
略

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

公
金
受
取
口
座
登
録
制
度
に
関
す
る

　

問
い
合
わ
せ
は
こ
ち
ら

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
総
合
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

　

０
１
２
０
（
９
５
）
０
１
７
８

デ
ジ
タ
ル
庁　
「
公
金
受
取
口
座
登
録
制
度
」

https://w
w
w
.digital.go.jp/policies/

account _registration/

年
金
部

公
金
受
取
口
座
を
年
金
受
取

口
座
に
利
用
で
き
ま
す

※ DLマークが付いている用紙は、私学共済ホームページ〔様式用紙等のダウンロード〕からダウンロードできます。

65歳

繰下げ申出日とみなす

（受給権発生日）

繰下げ加算額（特例増額）

70歳
５年前の日

繰下げ待機

図　特例的な繰下げみなし増額のイメージ

年金請求日

本来の年金額
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令
和
３
年
度
の
実
施
結
果

　

令
和
３
年
度
特
定
健
康
診
査
等
の
実
施
結

果
は
、
表
１
、
２
の
と
お
り
と
な
り
ま
し
た
。

●
特
定
健
康
診
査
実
施
率

　

加
入
者
及
び
被
扶
養
者
等
の
合
計

　

70
・
９
％

　

２
年
度
に
比
べ
、
３
・
２
ポ
イ
ン
ト
増
加�

し
た
も
の
の
、目
標
実
施
率
の
79
％
を
８
・
１�

ポ
イ
ン
ト
下
回
り
ま
し
た
。

●
特
定
保
健
指
導
実
施
率

　

加
入
者
及
び
被
扶
養
者
等
の
合
計

　

７
・
５
％

　

２
年
度
に
比
べ
、
０
・
２
ポ
イ
ン
ト
減
少

し
、
目
標
実
施
率
の
22
％
を
14
・
５
ポ
イ
ン

ト
下
回
り
ま
し
た
。

　

実
施
結
果
の
詳
細
は
、
私
学
共
済
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
〔
私
学
共
済
事
業
の
ご
案
内
▼
福
祉

事
業
▼
特
定
健
康
診
査
・
特
定
保
健
指
導
▼

特
定
健
診
に
関
す
る
事
務
手
続
き
▼
私
学
健

康
経
営
支
援
サ
イ
ト
〕
に
掲
載
予
定
で
す
。

特
定
保
健
指
導
の
受
診

　

特
定
健
康
診
査
の
結
果
を
受
け
付
け
た
加

入
者
・
被
扶
養
者
等
に
対
し
て
、
そ
の
人
の

健
康
状
態
に
即
し
た
健
康
情
報
冊
子
「
Ｑ
Ｕ

Ｐ
ｉ
Ｏ 

Ｐ
ｌ
ｕ
ｓ
（
ク
ピ
オ 

プ
ラ
ス
）」
を

発
行
し
、
特
定
保
健
指
導
が
必
要
と
判
定
さ

れ
た
人
に
は
「
利
用
券
」
を
同
封
し
ま
す
。

加
入
者
は
学
校
法
人
等
宛
て
、
被
扶
養
者
等

は
自
宅
宛
て
に
送
付
し
ま
す
。
ま
た
、
手
軽

に
受
け
ら
れ
る
学
校
訪
問
型
や
会
場
型
の
特

定
保
健
指
導
を
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、
教

職
員
の
健
康
づ
く
り
に
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

令
和
４
年
度
特
定
健
診
等�

結
果
デ
ー
タ
提
出
の
お
願
い

　

４
年
度
の
健
診
結
果
デ
ー
タ
は
随
時
受
け

付
け
て
い
ま
す
が
、
提
出
期
限
の
直
前
は
受

付
件
数
が
非
常
に
増
加
し
ま
す
。こ
の
た
め
、

健
診
結
果
デ
ー
タ
の
登
録
作
業
等
が
集
中

し
、「
Ｑ
Ｕ
Ｐ
ｉ
Ｏ 

Ｐ
ｌ
ｕ
ｓ
」
等
の
発
送

が
遅
延
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
健
診
結
果

デ
ー
タ
は
健
診
終
了
後
、
提
出
可
能
と
な
っ

た
分
か
ら
順
次
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
健
診
結
果
デ
ー
タ
は
、
電
子
媒
体

の
提
出
の
場
合
、
紙
媒
体
よ
り
も
処
理
が
早

く
、
優
先
的
に
結
果
を
発
送
で
き
ま
す
。

　

私
学
共
済
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
簡
単
に

デ
ー
タ
作
成
が
で
き
る
健
診
結
果
提
出
用
エ

ク
セ
ル
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
不
備
項
目

チ
ェ
ッ
ク
機
能
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
活

用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

速
や
か
な
登
録
作
業
に
向
け
、
電
子
媒
体

で
の
提
出
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

令
和
３
年
度
特
定
健
康
診
査
等
の
実
施
結
果

及
び
令
和
４
年
度
結
果
デ
ー
タ
提
出
の
お
願
い

福
祉
部
　
保
健
課

令和３年度　特定健康診査等の実施結果

表２　特定保健指導� （単位：人）

区　　分 ａ 加入者 ｂ 被扶養者等
　　　（注1）

合　計
（ａ+ｂ）

健診実施者数（注2）
Ａ評価対象者数 268,482 35,735 304,217

対　

象　

者

Ｂ 動機づけ支援
（B/A）

26,362 2,204 28,566

（9.8%） （6.2%） （9.4%）

Ｃ 積極的支援
（C/A）

20,905 681 21,586

（7.8%） （1.9%） （7.1%）

終　

了　

者

Ｄ 動機づけ支援
終了者数
（Ｄ/Ｂ）

2,224 116 2,340

（8.4%） （5.3%） （8.2%）

Ｅ 積極的支援
終了者数
（Ｅ/Ｃ）

1,374 31 1,405

（6.6%） （4.6%） （6.5%）

終了者数合計
実施率

〈（D+E）/（B+C）〉

3,598 147 3,745

（7.6%） （5.1%） （7.5%）

目 
標 
等

実施率目標 22.0% 22.0% 22.0%

目　標　差 △14.4% △16.9% △14.5%

注1　被扶養者等には、任意継続加入者を含みます。
注２�　表1　特定健康診査のＢ実施者数とは集計方法が異なります。

表１　特定健康診査� （単位：人）

区　　分 ａ加入者 ｂ被扶養者等 
　　　（注1）

合　計
（ａ+ｂ）

Ａ 対象者数 326,659 102,142 428,801

Ｂ 実施者数 268,438 35,729 304,167

実　施　率
（Ｂ/Ａ） 82.2% 35.0% 70.9%

実施率目標 89% 50% 79%

目　標　差 △6.8% △15.0% △8.1%

QUPiO Plus

私学 太郎

日本私立学校振興・共済事業団

私学 太郎
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資
格
関
係�

　
　
　

 　
　
　

業
務
部　

資
格
課

　
　
　
　

掛
金
課

資
格
喪
失
報
告
書
の
提
出

◦
加
入
者
が
退
職
し
た
場
合
は
「
資
格
喪
失

報
告
書
DL
」
を
退
職
日
か
ら
10
日
以
内
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
退
職
日
の
翌
日
（
資
格
喪
失
日
）
以
降
、

加
入
者
証
や
加
入
者
被
扶
養
者
証
は
使
用

で
き
ま
せ
ん
。「
資
格
喪
失
報
告
書
DL
」

に
加
入
者
証
や
加
入
者
被
扶
養
者
証
を
添

付
し
て
返
納
し
て
く
だ
さ
い
。
紛
失
等
で

添
付
で
き
な
い
場
合
は
「
加
入
者
証
等
返

納
不
能
届
DL
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
高
齢
受
給
者
証
や
限
度
額
適
用
認
定
証
等

の
交
付
を
受
け
て
い
る
場
合
は
併
せ
て
返

納
し
て
く
だ
さ
い
。

注　

事
前
受
付
を
利
用
す
る
場
合
は
、
４
月

１
日
以
降
に
必
ず
回
収
し
て
返
納
し
て
く

だ
さ
い
。

●
年
金
等
給
付
加
入
者
記
録
票
の
交
付

　

70
歳
未
満
の
加
入
者
に
は
、
資
格
喪
失
の

確
認
通
知
書
と
と
も
に
「
年
金
等
給
付
加
入

退
職
時
の
手
続
き

　
　
―
資
格
・
短
期
給
付
・
年
金
等
給
付
・
貯
金
事
業
・
貸
付
事
業
―

者
記
録
票
」
を
学
校
法
人
等
宛
て
に
送
付
し

ま
す
。
退
職
し
た
加
入
者
に
必
ず
渡
し
て
く

だ
さ
い
。

　
「
年
金
等
給
付
加
入
者
記
録
票
」
に
は
、

将
来
年
金
を
請
求
す
る
と
き
に
必
要
な
加
入

者
番
号
や
加
入
期
間
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

注　

年
金
等
給
付
の
加
入
者
期
間
は
資
格
喪

失
日
の
属
す
る
月
の
前
月
ま
で
と
な
り
ま

す
。

●
75
歳
以
上
の
加
入
者
が
退
職
し
た
場
合

　

75
歳
以
上
の
加
入
者
が
退
職
し
た
場
合
も

「
資
格
喪
失
報
告
書
DL
」の
提
出
が
必
要
で
す
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
適
用
と
な
っ
て

い
る
特
定
教
職
員
等
は
、
年
金
等
給
付
・
短

期
給
付
と
も
に
私
学
共
済
制
度
の
適
用
か
ら

外
れ
て
お
り
掛
金
等
の
納
付
対
象
で
は
な
い

た
め
、
資
格
喪
失
の
報
告
漏
れ
が
見
受
け
ら

れ
ま
す
。
忘
れ
ず
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

任
意
継
続
加
入
を
希
望
す
る
と
き

●
加
入
の
要
件

　

退
職
の
日
ま
で
引
き
続
き
１
年
と
１
日
以

上
加
入
者
期
間
が
あ
る
こ
と
が
要
件
で
す
。

　

た
だ
し
、
過
去
の
任
意
継
続
加
入
者
で

あ
っ
た
期
間
は
通
算
で
き
ま
せ
ん
。

●
利
用
で
き
る
事
業

　

次
の
給
付
や
事
業
を
利
用
で
き
ま
す
。

◦
短
期
給
付
事
業

　

�

加
入
者
期
間
中
と
同
様
で
す
。
資
格
喪
失

後
の
傷
病
手
当
金
や
出
産
手
当
金
の
要
件

に
該
当
し
て
い
る
場
合
（
９
頁
参
照
）
を

除
き
、
休
業
給
付
は
請
求
で
き
ま
せ
ん
。

◦
福
祉
事
業

　

�

貸
付
け
と
積
立
貯
金
等
以
外
は
、
利
用
で

き
ま
す
。

注�　

年
金
等
給
付
は
継
続
加
入
で
き
ま
せ
ん

の
で
、
60
歳
未
満
の
人
に
は
、
国
民
年
金

へ
の
加
入
手
続
き
を
案
内
し
て
く
だ
さ
い
。

●
任
意
継
続
加
入
者
に
な
れ
る
期
間

　

最
長
で
２
年
間
で
す
。

　

た
だ
し
、
75
歳
の
誕
生
日
か
ら
は
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
の
対
象
と
な
る
た
め
、
２
年

の
満
了
前
で
も
自
動
的
に
資
格
喪
失
し
ま
す
。

●
任
意
継
続
の
掛
金
額

　

退
職
時
の
標
準
報
酬
月
額
又
は
任
意
継
続

加
入
者
に
か
か
る
標
準
報
酬
月
額
の
上
限
額

（
令
和
５
年
度
は
38
万
円
）
の
う
ち
い
ず
れ

か
少
な
い
額
を
基
準
に
算
出
し
ま
す
。

●
任
意
継
続
加
入
の
手
続
き

◦
「
任
意
継
続
加
入
者
申
出
用
資
格
喪
失
報

告
書
DL
」
を
退
職
日
か
ら
20
日
以
内
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
後
日
、加
入
者
の
届
け
出
住
所
宛
て
に「
任

意
継
続
加
入
者
証
」
等
と
「
任
意
継
続
掛

金
納
付
通
知
書
」　
「
任
意
継
続
加
入
者
の

し
お
り
」 「
口
座
振
替
依
頼
書（
３
枚
組
）」

を
送
付
し
ま
す
。

●
任
意
継
続
掛
金
の
納
付

◦
納
付
通
知
書
に
印
字
し
て
あ
る
期
限
ま
で

に
必
ず
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。
納
期
限
ま

で
に
納
付
し
た
こ
と
が
確
認
で
き
な
い
と
、

任
意
継
続
加
入
者
の
資
格
を
喪
失
又
は
資

格
取
得
が
取
り
消
し
に
な
り
ま
す
。

◦
口
座
振
替
を
希
望
す
る
場
合
は
、「
口
座

振
替
依
頼
書
（
３
枚
組
）」
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
金
融
機
関
の
確
認
印
（
ゆ
う

ち
ょ
銀
行
は
確
認
印
が
不
要
で
す
）
を
受

け
て
私
学
事
業
団
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
口
座
振
替
が
開
始
と
な
る
月
は
、
手
続
き

完
了
後
に
送
付
す
る
「
任
意
継
続
掛
金
口

座
振
替
開
始
に
つ
い
て
（
連
絡
）」
に
記

載
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
そ
れ
ま
で
は
、

あ
ら
か
じ
め
送
付
し
た
納
付
通
知
書
に
よ

り
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

注　
「
任
意
継
続
加
入
者
申
出
用
資
格
喪
失

報
告
書
DL
」
に
あ
る
「
登
録
口
座
」
欄
は
、

口
座
振
替
を
希
望
す
る
人
だ
け
で
な
く
、

す
べ
て
の
人
が
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　

退
職
後
も
、
次
の
資
格
喪
失
後
の
給
付
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
他
の
健
康
保
険
制
度
（
国
民
健

康
保
険
を
除
き
ま
す
）
に
本
人
と
し
て
加
入

し
た
場
合
は
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
資
格
喪
失
後
の
給
付
に
付
加
給
付

は
あ
り
ま
せ
ん
。

注　

短
期
給
付
の
請
求
の
時
効
は
２
年
で
す
。

短
期
給
付
関
係　
業
務
部　
短
期
給
付
課

　

加
入
者
が
退
職
す
る
際
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
手
続
き
が
必
要
で
す
。
貯
金
事
業
に
は
早
め
に
手

続
き
が
必
要
と
な
る
も
の
が
あ
り
ま
す
の
で
、
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
私
学
共
済
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

〔
私
学
共
済
事
業
の
ご
案
内
▼
お
問
い
合
わ
せ
▼
採
用
時
・
退
職
時
の
手
続
き
▼
退
職
時
の
手
続

き
〕
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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資
格
喪
失
後
の
出
産
費

●
支
給
の
要
件

　

退
職
日
ま
で
引
き
続
き
１
年
以
上
加
入
者

で
あ
っ
た
人
が
、
資
格
喪
失
後
６
か
月
以
内

に
出
産
し
た
場
合
、
次
の
①
又
は
②
の
と
お

り
資
格
喪
失
後
の
出
産
費
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

①
資
格
喪
失
後
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し

た
場
合
は
、
私
学
共
済
制
度
の
資
格
喪
失

後
の
出
産
費
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

②
資
格
喪
失
後
、
被
扶
養
者
に
な
っ
た
場
合

は
、
家
族
出
産
費
（
又
は
家
族
出
産
育
児

一
時
金
）
を
受
け
る
か
、
私
学
共
済
制
度

の
資
格
喪
失
後
の
出
産
費
を
受
け
る
か
、

ど
ち
ら
か
一
方
を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。

両
方
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

●
請
求
手
続
き

◦�

加
入
者
期
間
中
と
同
様
で
す
。
た
だ
し
、

学
校
法
人
等
を
通
し
て
手
続
き
す
る
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。

◦
「
直
接
支
払
制
度
」
を
利
用
す
る
場
合
は
、

「
私
学
事
業
団
の
資
格
喪
失
後
の
出
産
費

を
受
け
る
権
利
が
あ
る
旨
」
の
証
明
書
を

医
療
機
関
等
に
提
出
す
る
必
要
が
あ
る
た

め
、「
資
格
喪
失
後
出
産
費
の
受
給
資
格

証
明
書
発
行
依
頼
書
DL
」
で
証
明
書
の
発

行
を
出
産
前
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
私
学
共
済
制
度
の
資
格
喪
失
後
の
出
産
費

を
受
け
、
引
き
続
き
養
育
す
る
場
合
は
、

出
産
祝
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
す
。
請
求
手
続

き
は
不
要
で
す
。

資
格
喪
失
後
の
出
産
手
当
金

●
支
給
の
要
件

　

退
職
日
ま
で
引
き
続
き
１
年
以
上
加
入
者

で
あ
っ
た
人
が
、
次
の
①
又
は
②
に
該
当
す

る
場
合
に
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

①
退
職
時
に
出
産
手
当
金
を
受
け
て
い
た
場

合
②
在
職
中
に
出
産
手
当
金
を
受
け
る
要
件
を

満
た
し
て
い
な
が
ら
給
付
額
以
上
の
報
酬

が
支
払
わ
れ
て
い
た
た
め
出
産
手
当
金
を

受
け
て
い
な
か
っ
た
場
合

注�　

在
職
中
に
休
業
（
欠
勤
）
せ
ず
勤
務
し

て
い
た
場
合
は
、
資
格
喪
失
後
の
出
産
手

当
金
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

●
支
給
期
間

　

出
産
日
以
前
42
日
か
ら
出
産
日
後
56
日
ま

で
の
間
継
続
し
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

●
請
求
手
続
き

　

加
入
者
期
間
中
と
同
じ
で
す
。
必
ず
学
校

法
人
等
を
通
し
て
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

資
格
喪
失
後
の
傷
病
手
当
金

●
支
給
の
要
件

　

退
職
日
ま
で
引
き
続
き
１
年
以
上
加
入
者

で
あ
っ
た
人
が
、
次
の
①
又
は
②
に
該
当
す

る
場
合
に
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

①
退
職
時
に
傷
病
手
当
金
を
受
け
て
お
り
、

退
職
後
も
労
働
能
力
が
回
復
せ
ず
療
養
し

て
い
る
場
合

②
在
職
中
に
傷
病
手
当
金
を
受
け
る
要
件
を

満
た
し
て
い
な
が
ら
、
傷
病
手
当
金
の
給

付
額
以
上
の
報
酬
が
支
払
わ
れ
て
い
た
た

め
傷
病
手
当
金
を
受
け
て
お
ら
ず
退
職
後

も
労
働
能
力
が
回
復
せ
ず
療
養
し
て
い
る

場
合

●
支
給
期
間

◦
支
給
を
開
始
し
た
日
か
ら
１
年
６
か
月
を

限
度
と
し
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

◦
退
職
時
に
傷
病
手
当
金
を
受
け
て
い
た
場

合
は
、
支
給
期
間
の
残
期
間
に
つ
い
て
継

続
し
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

●
支
給
対
象
外

◦
雇
用
保
険
の
基
本
手
当
を
受
け
る
た
め
に

求
職
の
申
し
込
み
を
し
た
場
合
は
、
傷
病

手
当
金
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

◦
傷
病
手
当
金
と
同
一
の
傷
病
に
よ
る
障
害

給
付
（
年
金
又
は
一
時
金
）
及
び
老
齢
・

退
職
の
年
金
を
受
け
て
い
る
場
合
は
、
傷

病
手
当
金
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。た
だ
し
、

支
給
さ
れ
る
年
金
の
日
額
が
傷
病
手
当
金

の
日
額
を
下
回
る
場
合
は
、
そ
の
差
額
が

傷
病
手
当
金
と
し
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

●
請
求
手
続
き

◦
加
入
者
期
間
中
と
同
じ
で
す
。
た
だ
し
、

学
校
法
人
等
を
通
す
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◦
支
給
の
要
件
②
の
場
合
、
初
回
は
必
ず
学

校
法
人
等
を
通
し
て
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

資
格
喪
失
後
の
埋
葬
料

●
支
給
の
要
件

　

加
入
者
が
退
職
後
３
か
月
以
内
に
死
亡
し

た
場
合

●
請
求
手
続
き

◦�

加
入
者
期
間
中
と
同
じ
で
す
。
た
だ
し
、

学
校
法
人
等
を
通
す
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

老
齢
・
退
職
の
年
金
の
決
定
を�

受
け
て
い
な
い
人
が
退
職
し
た
場
合

　

老
齢
・
退
職
の
年
金
（
新
３
階
年
金
を
除

き
ま
す
）
を
受
け
取
る
た
め
に
は
、
次
の
受

給
要
件
①
～
③
の
す
べ
て
を
満
た
し
て
い
る

こ
と
が
必
要
で
す
。

●
受
給
要
件

①�

生
年
月
日
に
応
じ
て
左
表
の
年
齢
に
達
し

て
い
る
こ
と

②�

公
的
年
金
制
度
の
保
険
料
納
付
済
期
間
、

国
民
年
金
の
保
険
料
免
除
期
間
及
び
合
算

対
象
期
間
の
合
計
が
10
年
（
※
）
以
上
あ

る
こ
と

※�

受
給
資
格
期
間
は
、
平
成
29
年
8
月
に
原

則
25
年
か
ら
10
年
に
短
縮
さ
れ
ま
し
た
。

③�

65
歳
未
満
の
場
合
、
厚
生
年
金
被
保
険
者

期
間
（
私
学
共
済
・
一
般
厚
生
年
金
・
公

務
員
共
済
の
加
入
期
間
）
の
合
計
が
１
年

以
上
あ
る
こ
と
（
65
歳
以
上
の
場
合
、
こ

の
要
件
は
不
要
で
す
）

　
年
金
等
給
付
関
係　
年
金
部 

年
金
第
一
課

表　支給開始年齢
生年月日 年齢

昭和28年4月1日以前 60歳
昭和28年4月2日
� ～30年4月1日 61歳

昭和30年4月2日
� ～32年4月1日 62歳

昭和32年4月2日
� ～34年4月1日 63歳

昭和34年4月2日
� ～36年4月1日 64歳

昭和36年4月2日以後 65歳
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●
請
求
手
続
き

　

在
職
中
に
支
給
開
始
年
齢
に
到
達
又
は
支

給
開
始
年
齢
到
達
後
に
加
入
者
期
間
が
１
年

以
上
に
な
っ
た
人
に
は
、
本
事
業
団
か
ら
学

校
法
人
等
宛
て
に
請
求
手
続
き
の
案
内
を
送

付
し
て
い
ま
す
。
未
請
求
の
場
合
は
、
速
や

か
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

◦�

昭
和
36
年
4
月
1
日
以
前
生
ま
れ
の
人
で

支
給
開
始
年
齢
到
達
に
よ
り
年
金
の
受
給

権
が
発
生
す
る
場
合
は
、
支
給
開
始
年
齢

が
同
時
期
の
厚
生
年
金
保
険
の
実
施
機
関

の
中
で
最
後
に
加
入
し
た
実
施
機
関
か

ら
、
受
給
権
発
生
の
３
か
月
前
に
請
求
手

続
き
の
案
内
を
送
付
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

注�

１　

外
国
に
居
住
し
て
い
る
人
に
は
、
請

求
案
内
が
で
き
ま
せ
ん
。
請
求
時
期
に
な

り
ま
し
た
ら
、
本
人
か
ら
本
事
業
団
に
連

絡
す
る
よ
う
案
内
し
て
く
だ
さ
い
。

注�

２　

年
金
請
求
の
時
効
は
５
年
で
す
。
５

年
を
過
ぎ
る
と
給
付
を
受
け
ら
れ
な
く
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

老
齢
・
退
職
の
年
金
の
決
定
を�

受
け
て
い
る
人
が
退
職
し
た
場
合

　

す
で
に
本
事
業
団
か
ら
老
齢
厚
生
年
金
の

決
定
を
受
け
て
い
る
た
め
、
退
職
に
よ
る
手

続
き
は
あ
り
ま
せ
ん
。
年
金
額
は
資
格
喪
失

日
か
ら
１
か
月
経
過
後
に
自
動
的
に
改
定
し
、

本
人
宛
て
に
通
知
し
ま
す
。

●
繰
下
げ
待
機
し
て
い
る
人

　

老
齢
厚
生
年
金
を
繰
下
げ
待
機
し
て
い
る

人
は
、
退
職
し
て
も
自
動
的
に
支
給
開
始
に

は
な
り
ま
せ
ん
。

　

本
人
が
受
給
開
始
を
希
望
す
る
月
の
前
月

に
繰
下
げ
請
求
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
私
学
以
外
の
老
齢
厚
生
年
金
の
受

給
権
が
あ
る
場
合
は
、
す
べ
て
同
時
に
繰
下

げ
請
求
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

◦
繰
下
げ
待
機
し
て
い
た
年
金
は
、
繰
下
げ

請
求
せ
ず
に
65
歳
の
時
点
に
遡
っ
て
請
求

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
こ
の
場
合
、
繰

下
げ
に
よ
る
増
額
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

�

ま
た
、
私
学
以
外
の
老
齢
厚
生
年
金
の
受

給
権
が
あ
る
場
合
は
、
す
べ
て
同
時
に
65

歳
時
点
に
遡
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

◦
繰
下
げ
請
求
と
65
歳
に
遡
っ
て
の
請
求
は
、

ど
ち
ら
も
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
に
よ

る
手
続
き
の
対
象
で
す
。

◦
繰
下
げ
請
求
に
つ
い
て
ご
不
明
な
場
合
は

本
事
業
団
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
繰
り
下
げ
に
関
す
る
請
求
書
は
私

学
共
済
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
〔
様
式
用
紙
等
の
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
〕
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
。

●
70
歳
の
「
み
な
し
退
職
」
後
、
実
際
に
退

職
し
た
人

　

資
格
喪
失
を
確
認
後
、
自
動
的
に
在
職
中

の
支
給
停
止
を
解
除
し
、
本
人
宛
て
に
通
知

し
ま
す
。

退
職
年
金
（
新
３
階
年
金
）
の
請
求

　

退
職
年
金
は
平
成
27
年
10
月
以
降
の
加
入

者
期
間
を
有
し
て
い
る
人
が
対
象
と
な
り
、

次
の
受
給
要
件
①
～
③
の
す
べ
て
に
該
当
し

た
と
き
に
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
受
給
要
件

①�

引
き
続
く
１
年
以
上
の
加
入
者
期
間
が
あ

る
こ
と
（
平
成
27
年
10
月
を
ま
た
い
で
１

年
以
上
引
き
続
く
期
間
も
含
み
ま
す
）

②
65
歳
以
上
で
あ
る
こ
と
（
※
）

③�

退
職
し
て
い
る
こ
と
（
70
歳
み
な
し
退
職

を
含
み
ま
す
）

※
本
人
の
申
し
出
に
よ
り
、
60
歳
か
ら
繰
り

上
げ
る
こ
と
も
75
歳
（
昭
和
27
年
４
月
１

日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
は
70
歳
）
ま
で
繰

り
下
げ
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

●
請
求
手
続
き

　

受
給
要
件
①
～
③
の
す
べ
て
に
該
当
し
た

人
に
は
、
本
人
宛
て
に
請
求
書
を
送
付
し
ま

す
の
で
、
速
や
か
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

注
１　

学
校
法
人
等
が
退
職
金
等
を
支
給
す

る
場
合
は
、退
職
金
等
の
「
源
泉
徴
収
票
」

の
写
し
が
必
要
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

退
職
の
時
点
で
受
給
要
件
①
～
③
の
す
べ

て
を
満
た
し
て
い
な
い
人
で
も
、
将
来
の

手
続
き
に
備
え
て
、
退
職
金
等
の
「
源
泉

徴
収
票
」
を
保
管
す
る
よ
う
に
案
内
し
て

く
だ
さ
い
。

注�

２　

外
国
に
居
住
し
て
い
る
人
に
は
、
請

求
案
内
が
で
き
ま
せ
ん
。
請
求
時
期
に
な

り
ま
し
た
ら
、
本
人
か
ら
本
事
業
団
に
連

絡
す
る
よ
う
案
内
し
て
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
へ
の
届
け
出

　

退
職
後
、
自
営
業
、
パ
ー
ト
又
は
無
職
と

な
る
60
歳
未
満
の
加
入
者
や
被
扶
養
配
偶
者

は
、市
区
町
村
の
国
民
年
金
の
担
当
窓
口
で
国

民
年
金
の
種
別
変
更
の
届
け
出
が
必
要
で
す
。

積
立
貯
金
の
解
約

　

送
金
を
希
望
す
る
月
の
前
月
25
日
（
土
・

日
曜
日
又
は
祝
日
の
場
合
は
直
前
の
平
日
）

【
必
着
】ま
で
に
、学
校
法
人
等
を
通
し
て「
積

立
貯
金
払
戻
・
解
約
請
求
書
」
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
解
約
の
手
続
き
を
し
な
い
場
合
、

資
格
喪
失
後
は
預
り
金
と
な
り
、
利
息
は
付

き
ま
せ
ん
。
必
ず
解
約
の
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

　

任
意
継
続
加
入
者
と
な
る
場
合
で
も
継
続

加
入
は
で
き
ま
せ
ん
。

注
１　

預
り
金
の
払
い
戻
し
請
求
の
時
効
は

10
年
で
す
。

注
２　

届
出
印
と
異
な
る
印
鑑
を
押
し
て
い

る
た
め
無
効
と
な
る
請
求
書
が
非
常
に
多

く
見
ら
れ
ま
す
。
提
出
前
に
必
ず
印
鑑
が

届
出
印
と
相
違
な
い
こ
と
を
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

注
３　

非
課
税
の
適
用
を
受
け
て
い
る
場
合

は
、「
非
課
税
貯
蓄
廃
止
申
告
書
」
を
併

せ
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。「
非
課
税
貯

蓄
廃
止
申
告
書
」
に
は
個
人
番
号
（
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
）
の
記
入
が
必
要
で
す
。

積
立
共
済
年
金
の
脱
退

　

退
職
す
る
月
の
前
月
25
日
（
退
職
（
脱
退
）

時
一
時
払
掛
金
を
払
込
む
場
合
は
前
々
月
25

日
）（
土
・
日
曜
日
又
は
祝
日
の
場
合
は
直

前
の
平
日
）【
必
着
】
ま
で
に
、
学
校
法
人

　
貯
金
事
業
関
係　

�

福
祉
部 

貯
金
・
貸
付
課
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等
を
通
し
て
「
脱
退
申
出
書
」、「
給
付
金
請

求
書
」、「
個
人
番
号
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）
申

告
書
類
」（
受
取
金
額
が
一
時
金
で
１
０
０

万
円
を
超
え
る
場
合
又
は
年
金
で
年
額
20
万

円
を
超
え
る
場
合
）
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

資
格
喪
失
後
も
脱
退
申
出
書
等
の
提
出
が

な
い
場
合
は
、
後
日
、
本
人
宛
て
に
未
提
出

で
あ
る
旨
を
通
知
し
ま
す
。

　

任
意
継
続
加
入
者
に
な
る
場
合
は
、
継
続

し
て
加
入
で
き
ま
す
。

注　

積
立
共
済
年
金
の
給
付
請
求
の
時
効
は

３
年
で
す
。

●
給
付
コ
ー
ス
選
択

◦
年
齢
や
加
入
期
間
な
ど
の
条
件
（
受
給
資

格
）
を
満
た
し
た
人
が
退
職
し
た
場
合
は
、

年
金
・
一
時
金
・
医
療
保
険
の
各
コ
ー
ス

か
ら
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◦
年
金
コ
ー
ス
を
選
択
し
た
場
合
は
10
年
を

限
度
と
し
て
年
単
位
で
受
給
開
始
時
期
を

繰
り
延
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

受
給
資
格
を
満
た
し
て
い
な
い
場
合
は
、

脱
退
一
時
金
で
の
受
け
取
り
と
な
り
ま
す
。

〔
例
１
〕
５
月
か
ら
年
金
で
受
け
取
る
場
合

①
２
月
24
日
ま
で
に
脱
退
申
出
書
等
を
提
出

（
退
職
〈
脱
退
〉
時
一
時
払
掛
金
の
払
い

込
み
を
申
し
込
む
場
合
は
、
１
月
25
日
が

申
し
出
の
締
め
切
り
で
す
）

②
３
月
分
の
掛
金
を
振
り
替
え
後
、
選
択
し

た
コ
ー
ス
の
給
付
を
５
月
か
ら
開
始

〔
例
２
〕
脱
退
一
時
金
で
受
け
取
る
場
合

①
２
月
24
日
ま
で
に
脱
退
申
出
書
等
を
提
出

②
３
月
分
の
掛
金
を
振
り
替
え
後
、
３
月
下

旬
に
積
立
残
高
を
加
入
者
の
口
座
へ
送
金

注　

終
身
保
険
コ
ー
ス
は
現
在
、
新
規
の
取

り
扱
い
を
停
止
し
て
い
ま
す
。

共
済
定
期
保
険
の
脱
退

●
脱
退
の
手
続
き

　

３
月
末
日
ま
で
に
退
職
し
、
そ
の
後
の
保

障
を
希
望
し
な
い
と
き
は
、
３
月
末
日
ま
で

に
学
校
法
人
等
を
通
し
て
「
退
職
脱
退
申
出

書
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
納
付
済
み
前
期
分
保
険
料
は
６
月

中
に
加
入
者
の
口
座
へ
返
金
し
ま
す
。
脱
退

の
手
続
き
を
行
わ
な
い
と
、
資
格
喪
失
後
も

９
月
ま
で
は
保
障
の
対
象
と
な
り
、
保
険
料

は
返
金
し
ま
せ
ん
。

●
自
動
継
続

　

次
の
場
合
は
、
資
格
喪
失
後
も
10
月
以
降

の
保
障
が
継
続
し
ま
す
。

１　

任
意
継
続
加
入
者
と
な
る
場
合
は
、
引

き
続
き
加
入
で
き
ま
す
。
任
意
継
続
加
入

期
間
中
は
自
動
継
続
と
な
り
ま
す
。

２　

５
年
３
月
末
ま
で
に
退
職
等
又
は
任
意

継
続
の
脱
退
と
な
る
場
合
は
、
次
の
①
②

の
条
件
を
す
べ
て
満
た
す
と
自
動
継
続
と

な
り
ま
す
。

①
責
任
開
始
期
（
５
年
４
月
１
日
）
に
お
い

て
保
険
年
齢
が
50
歳
以
上
（
昭
和
48
年
10

月
１
日
以
前
生
ま
れ
）

②
１
年
以
上
共
済
定
期
保
険
に
加
入
（
保
険

料
を
２
回
以
上
振
替
）

注
１　

家
族
年
金
コ
ー
ス
及
び
医
療
保
障

コ
ー
ス
は
、
６
月
下
旬
に
配
当
金
を
送
金

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
配
当
金
は
登
録

の
個
人
口
座
に
送
金
し
ま
す
。
登
録
口
座

を
変
更
す
る
場
合
は
「
共
済
定
期
保
険
事

業
振
替
口
座
・
住
所
・
電
話
番
号
変
更
申

出
書
」
を
４
月
７
日
ま
で
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

注
２　

２
年
以
上
加
入
し
て
い
る
人
は
、
退

職
後
に
別
途
個
人
保
険
の
「
退
職
後
保
障

プ
ラ
ン
」
に
加
入
で
き
ま
す
。
加
入
を
希

望
す
る
人
は
共
済
定
期
保
険
フ
リ
ー
ダ
イ

ヤ
ル
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

０
１
２
０
（
７
１
６
）
２
６
７�

平
日　

９
時
～
17
時
15
分

注
３　

共
済
定
期
保
険
の
給
付
請
求
の
時
効

は
３
年
で
す
。

教
職
員
生
涯
福
祉
財
団
の
ア
イ
リ
ス
プ
ラ
ン

　

脱
退
の
手
続
き
は
次
の
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

０
１
２
０
（
８
４
４
）
０
２
２�

平
日　

９
時
～
17
時
15
分

　

貸
付
け
を
利
用
し
て
い
る
加
入
者
が
退
職

す
る
場
合
は
、
貸
付
金
残
額
の
全
額
を
償
還

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

資
格
喪
失
処
理
後
、
学
校
法
人
等
宛
て
に

即
時
償
還
の
通
知
を
送
付
し
ま
す
。
事
前
に

資
金
の
都
合
が
つ
く
場
合
は
、
在
職
中
に
全

部
任
意
償
還
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、私
学
共
済
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ〔
私

　
貸
付
事
業
関
係　

�

福
祉
部 

貯
金
・
貸
付
課

学
共
済
事
業
の
ご
案
内
▼
福
祉
事
業
▼
加
入

者
貸
付
▼
貸
付
金
の
償
還
方
法
〕
を
参
照
し

て
く
だ
さ
い
。

●
任
意
償
還
の
手
続
き

　

毎
月
15
日
【
必
着
】
ま
で
に
「
貸
付
金
任

意
償
還
・
団
信
制
度
脱
退
申
出
書
DL
」
を
提

出
す
る
と
、
そ
の
月
の
定
期
償
還
後
の
元
金

残
を
記
し
た
「
貸
付
金
任
意
償
還
通
知
書
」

と
「
払
込
取
扱
票
（
払
込
通
知
書
）」
を
学

校
法
人
等
宛
て
に
送
付
し
ま
す
の
で
、
学
校

法
人
等
か
ら
償
還
金
を
払
い
込
ん
で
く
だ
さ

い
。
た
だ
し
、
任
意
償
還
の
場
合
、
退
職
金

等
の
支
払
時
期
に
か
か
わ
ら
ず
償
還
期
限
ま

で
に
払
い
込
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
の
で
、

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

●
即
時
償
還
の
手
続
き

　

任
意
償
還
の
申
し
出
を
し
な
く
て
も
、
資

格
喪
失
処
理
後
、
自
動
的
に
即
時
償
還
と
な

り
ま
す
。
た
だ
し
、
資
格
喪
失
が
確
認
さ
れ

る
ま
で
の
間
は
定
期
償
還
が
継
続
さ
れ
ま
す
。

こ
の
場
合
、
即
時
償
還
、
定
期
償
還
と
も
に

退
職
後
に
学
校
法
人
等
か
ら
払
い
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

　

学
校
法
人
等
が
退
職
金
等
を
支
給
す
る
場

合
は
、
住
宅
貸
付
の
他
、
一
般
貸
付
等
の
貸

付
償
還
金
も
退
職
金
等
か
ら
控
除
し
て
く
だ

さ
い
。
退
職
金
等
を
支
給
し
な
い
と
き
や
退

職
金
等
の
支
給
額
で
償
還
額
の
全
額
を
充
当

で
き
な
い
場
合
は
、
退
職
時
に
学
校
法
人
等

が
借
受
人
か
ら
償
還
金
（
定
期
償
還
金
と
即

時
償
還
金
の
合
計
）
を
預
か
っ
て
く
だ
さ
い
。

注�　

３
月
31
日
退
職
者
の
償
還
手
続
き
は
、

12
頁
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。
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私
学
共
済
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、
令
和
４
年

11
月
15
日
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
。

　

必
要
な
情
報
に
た
ど
り
着
き
や
す
く
な
る

よ
う
、
ペ
ー
ジ
構
成
を
見
直
し
、
問
い
合
わ

せ
の
多
い
情
報
や
利
用
頻
度
の
高
い
情
報
等

に
ア
ク
セ
ス
し
や
す
く
、
よ
り
利
便
性
の
高

い
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
緊
急
時
や
災
害
時
に
か
か
る
対
応

も
、
随
時
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
の
で
、
引

き
続
き
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

●
お
知
ら
せ

　

私
学
共
済
制
度
に
関
す
る
ト
ピ
ッ
ク
ス
を

掲
載
し
て
い
ま
す
。
ラ
ベ
ル
を
設
定
し
て
い

る
の
で
、
各
利
用
者
別
に
必
要
な
情
報
を
得

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
利
用
者
別
メ
ニ
ュ
ー

　

ユ
ー
ザ
ー
名
・
パ
ス
ワ
ー
ド
の
入
力
が
必

要
だ
っ
た
ロ
グ
イ
ン
ペ
ー
ジ
を
廃
止
し
て
、

新
た
に
事
務
担
当
者
・
加
入
者
・
年
金
受
給

者
を
対
象
と
し
た
利
用
者
別
ペ
ー
ジ
を
設
置

し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
加
入
者
向
広
報

「
共
済
だ
よ
り　

レ
タ
ー
」
デ
ジ
タ
ル
版
に

も
ア
ク
セ
ス
し
や
す
く
な
り
ま
し
た
の
で
、

ぜ
ひ
加
入
者
へ
の
周
知
を
お
願
い
し
ま
す
。

私
学
共
済
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た

広
報
相
談
セ
ン
タ
ー
　
広
報
班

私学共済ホームページ新ＵＲＬ
https://www.pmac.shigaku.go.jp/

３月31日退職者の償還手続き（２日貸付の場合）

手続時期 提出書類 最終定期償還月 償還期限日 経過利息

任 

意 

償 

還

３月15日締め切り（必着） 貸付金任意償還・団信
制度脱退申出書DL

３月 最終定期償還 ４月１日 なし

即 

時 

償 

還

事前受付での資格喪失処理 資格喪失報告書DL
３月 最終定期償還

（４/１ 即時償還通知書交付）

５月１日 １か月分

５月30日 ２か月分

退職後の資格喪失処理 資格喪失報告書DL
４月 最終定期償還

（４/15 即時償還通知書交付）

５月１日 なし

６月１日 １か月分

６月13日 ２か月分

注1　�住宅貸付の団信制度は、最終定期償還月まで保障が適用されるため、保険料充当金の支払いも最終定期償還月まで必要です。
注2　�払込期限日は貸付日の応当日の前日ですが、土・日曜日又は休日の場合は直後の平日に繰り下がります。
注3　�経過利息の計算式は、「最終定期償還月の元金残×利息（現在の年利1.26％）÷12月×利息○か月分」（円未満切上げ）です。住宅

貸付で半年払償還を併用している場合は、1月と7月の任意償還を除き、直近の1月又は7月の翌月から最終定期償還月までの
経過利息が加算されます。

注4　�貸付金任意償還申出書の提出期限は毎月15日【必着】ですが、土・日曜日又は休日の場合は直前の平日に繰り上がります。
注5　�最終の定期償還月が3月となる場合の提出時期です。即時償還の通知は、4月になってからの送付となります。
注6　�即時償還の最終の払込期限日（償還期限日）を過ぎると、1日当たり0.03％の延滞金が課せられます（償還通知書の交付日から

60日後が最終の償還期限です）。



13

共
済
業
務

令和 5年 1月 1日　第 3 0 1 号

お近くの共済業務課をご利用ください
　共済業務にかかる各種相談、年金の試算及び証明書の
交付などは、共済事業本部の他、ガーデンパレス（東京・
京都を除きます）の共済業務課でも行っています。

受付
時間

月～金曜日（祝日及び年末年始を除きます）
9：00～17：15

共
済
業
務
課
（
直
通
）

札　幌ガーデンパレス ☎011（222）6234
仙　台ガーデンパレス ☎022（299）6231
名古屋ガーデンパレス ☎052（957）1388
大　阪ガーデンパレス ☎06（6393）9701
広　島ガーデンパレス ☎082（262）1134
福　岡ガーデンパレス ☎092（752）0651

共済事業本部（代表） ☎03（3813）5321

※電話番号をお間違えのないようお願いします。

　

私
学
事
業
団
で
は
、
年
一
回
、
か
か
っ
た

医
療
費
の
総
額
等
を
記
載
し
た
「
医
療
費
の

お
知
ら
せ
」
を
送
付
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
、
加
入
者
が
健
康
保
険
制
度
に
対
す
る
理

解
と
健
康
に
対
す
る
関
心
を
高
め
る
こ
と
に

よ
り
、
医
療
費
の
適
正
化
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
も
の
で
す
。
ま
た
、
確
定
申
告
の

際
に
「
医
療
費
控
除
の
明
細
書
」
の
添
付
書

類
と
し
て
使
用
で
き
ま
す
。

送
付
対
象
者

　

３
年
11
月
～
４
年
10
月
に
医
療
機
関
等
を

受
診
し
た
加
入
者
及
び
被
扶
養
者
で
、
４
年

12
月
21
日
現
在
で
加
入
者
又
は
被
扶
養
者
で

あ
る
人
（
任
意
継
続
加
入
者
を
含
み
ま
す
）

送
付
先
等

　
「
医
療
費
の
お
知
ら
せ
」
は
加
入
者
と
被

扶
養
者
分
を
併
せ
て
作
成
し
て
い
ま
す
。

●
加
入
者

�　

親
展
扱
い
で
所
属
す
る
学
校
法
人
等
へ
送

付
し
ま
す
の
で
、
対
象
の
加
入
者
に
配
付
し

て
く
だ
さ
い
。

●
任
意
継
続
加
入
者

　

親
展
扱
い
で
届
け
出
住
所
宛
て
に
送
付
し

ま
す
。

●
資
格
喪
失
者

　

４
年
12
月
21
日
（
対
象
者
の
抽
出
日
）
前

に
退
職
し
た
加
入
者
分
は
、
資
格
喪
失
者
本

人
か
ら
の
申
し
出
に
よ
り
自
宅
住
所
宛
て
に

送
付
し
ま
す
の
で
、
次
の
問
い
合
わ
せ
先
を

案
内
し
て
く
だ
さ
い
。

送
付
時
期

　

５
年
２
月
上
旬

確
定
申
告
に
使
用
す
る
際
の
留
意
点

◦�

「
医
療
費
の
お
知
ら
せ
」は
４
年
12
月
ま
で

に
本
事
業
団
で
受
け
付
け
た
診
療
報
酬
明

細
書
（
３
年
11
月
〜
４
年
10
月
診
療
分
）

を
基
に
作
成
し
て
い
ま
す
。
４
年
11
月
・

12
月
診
療
分
の
医
療
費
は
記
載
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
の
で
、
当
該
診
療
分
は
、
領
収
書

を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

◦�

市
区
町
村
等
の
公
費
助
成
を
受
け
た
等
、

「
医
療
費
の
お
知
ら
せ
」
に
記
載
さ
れ
て

い
る
金
額
と
実
際
に
支
払
っ
た
自
己
負
担

額
が
一
致
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
確

定
申
告
の
際
は
、
領
収
書
を
使
用
し
て
実

際
に
負
担
し
た
額
に
訂
正
し
て
く
だ
さ
い
。

◦�

「
医
療
費
の
お
知
ら
せ
」
に
は
、
本
事
業

「
医
療
費
の
お
知
ら
せ
」コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

０
１
２
０
（
７
０
２
）
０
５
７

　
　

５
年
２
月
１
日
～
３
月
31
日

　
　

平
日　

９
時
15
分
～
17
時
15
分

開設期間

団
か
ら
給
付
し
た
高
額
療
養
費
や
一
部
負

担
金
払
戻
金
等
の
情
報
が
含
ま
れ
て
い
ま

せ
ん
の
で
、「
給
付
金
等
決
定
・
送
金
通

知
書
」
を
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

◦�

療
養
費
、
柔
道
整
復
施
術
療
養
費
、
は�

り
・
き
ゅ
う
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
等
の
療
養
費
、

治
療
用
装
具
の
療
養
費
等
は
「
医
療
費
の

お
知
ら
せ
」に
含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、

領
収
書
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

◦�

医
療
機
関
等
に
よ
る
診
療
報
酬
明
細
書
の

遅
れ
に
よ
り
「
医
療
費
の
お
知
ら
せ
」
に

反
映
で
き
な
か
っ
た
場
合
は
、
領
収
書
を

使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

◦�

確
定
申
告（
医
療
費
控
除
）の
手
続
き
に
関

し
て
は
、
国
税
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
又
は

お
近
く
の
税
務
署
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

学
校
法
人
等
を
退
職
す
る
と
き
に
、
加
入

者
本
人
が
行
う
私
学
共
済
制
度
や
他
の
社
会

保
険
制
度
の
手
続
き
及
び
退
職
後
の
給
付
に

つ
い
て
ご
案
内
し
て
い
る「
退
職
者
向
け
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
」
を
本
誌
に
同
封
し
て
い
ま
す
。

　

退
職
を
予
定
し
て
い
る
加
入
者
へ
の
説
明

等
に
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　
「
退
職
者
向
け
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
」
は
私
学

共
済
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
〔
私
学
共
済
事
業
の
ご

案
内
▼
お
問
い
合
わ
せ
▼
採
用
時
・
退
職
時

の
手
続
き
▼
退
職
時
の
手
続
き
〕
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

広
報
相
談
セ
ン
タ
ー
　
広
報
班

「
退
職
者
向
け
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
」の

送
付

令
和
４
年
分
の
確
定
申
告
に
使
用
で
き
る

「
医
療
費
の
お
知
ら
せ
」
を
送
付
し
ま
す

業
務
部
　
短
期
給
付
課



共済事業本部
〒113 - 8441　東京都文京区湯島1-7-5
☎03（3813）5321（代表）
電話照会の際は、学校記号番号、加入者番号が
確認できるものをお手元に用意してください。

１　住宅貸付の借受人
　令和４年に住宅貸付を借り受けた人や４年中に自己の
居住の用に供した人の、住宅取得資金にかかる借入金の
年末残高証明書を１月中旬に学校法人等宛てに送付しま
す。残高証明書は、確定申告により住宅借入金等特別控
除を受けるために必要となります。
　なお、残高証明書は「工事等完了届（様式第８号）」
の提出がないと発行できませんので、未提出の場合は速
やかに提出してください。
※�令和３年以前から住宅貸付を借り受け、自己の居住の
用に供していた人の残高証明書は、年末調整用として、
４年10月14日に学校法人等宛てに発送しました。また、
年末調整用の残高証明書を発行した後に任意償還等に
より年末残高や償還回数に異動が生じた人には、異動
後の残高証明書を１月中旬に学校法人等宛てに送付し
ます。� 【福祉部　貯金・貸付課】
２　任意継続加入者
　４年10月19日までに任意継続掛金の納付が確認された
人には、「令和４年分任意継続掛金納付証明書」を10月
27日に発送しました。10月20日以降に初めて掛金の納付
が確認された人には、「納付証明書」を１月下旬に送付
します。� 【業務部　掛金課】
３　年金受給権者
　老齢・退職の年金は所得税法上、課税の対象となりま
す。これらの年金を受給している人には、「令和４年分
公的年金等の源泉徴収票」を年金者向広報「共済だより」
第75号に同封して１月中旬に送付します。なお、在職中
などで４年中に年金の支払いがなかった人には源泉徴収
票は送付しません。� 【年金部　年金第二課】

　団体信用生命保険は、住宅貸付を借り受けている加入
者が償還中に死亡又は高度障害になった場合、生命保険
会社が本人に代わって貸付金残高を支払う制度（任意加
入）です。ご家族の生活の安定を図るために、住宅貸付
を申し込む際にはぜひ加入してください。
� 【福祉部　貯金・貸付課】

確定申告用の書類を送付します

住宅貸付の申し込みの際には
団体信用生命保険の加入をお勧めします

　令和４年７月〜12月に学校法人等へ送金した短期給付
金等の内容を記載した「給付金等送金記録のお知らせ」
を１月下旬に加入者住所宛てに送付します。
� 【業務部　短期給付課】

　令和５年２月２日（木）送金分は１月13日（金）が締
め切り日となります。締め切り日（毎月15日及び月末）
が土・日曜日又は休日のときは繰り上がりますので注意
してください。� 【福祉部　貯金・貸付課】

　例年２月に開催している連絡会は、新型コロナウイル
ス感染症の感染拡大防止に配慮し中止します。これに代
えて「私学共済事務担当者へのお知らせ」を発行し全学
校法人等宛てに発送します。�【広報相談センター　相談班】

「給付金等送金記録のお知らせ」を
送付します

貸付けの申込締め切り日に
注意してください

私学共済事務担当者連絡会中止の
お知らせ

共済業務

４日（水）
掛金等  11月調定分納期限
貸付  送金

６日（金） 貸付  12月分定期償還期限

10日（火） 貯金  払込期限（必着）

13日（金） 貸付  ２月２日送金申し込み・任意償還申出締め切り

23日（月） 貸付  送金

25日（水）
貯金  払戻・解約請求締め切り
積立共済年金  脱退申出等締め切り
共済定期保険  口座・住所変更申出締め切り

30日（月）
掛金等  12月調定分口座振替（自振校のみ）
貸付  １月分定期償還口座振替（自振校のみ）

31日（火）
掛金等  12月調定分納期限
貸付  ２月22日送金申し込み締め切り
特健  特定健康診査の健診結果データ提出期限（第2回目）

月の共済業務スケジュール1

２日（木） 貸付  送金

６日（月） 貸付  １月分定期償還期限

10日（金） 貯金  払込期限（必着）

15日（水） 貸付  ３月２日送金申し込み・任意償還申出締め切り

月の共済業務スケジュール2

私学事業団ホームページ　https://www.shigaku.go.jp/
助成業務　https://www.shigaku.go.jp/s_home.htm
共済業務　https://www.pmac.shigaku.go.jp/（私学共済ホームページ）

令和 5年 1月 1日　第 3 0 1 号
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「月報私学」ホームページ掲載のご案内
　私学事業団では、刊行物「月報私学」をホームページに掲載しています（PDF形式）。
　毎月各学校等へ送付していますが、部数に限りがありますので、ぜひホームページもご活用ください。
　■ 私学事業団ホームページ〔広報誌・刊行物一覧▶月報私学〕
　■ 原則毎月１日更新

私学振興事業本部
〒102 - 8145
東京都千代田区富士見1-10-12
☎03（3230）1321（代表）

助成業務 　本奨励金は、私立大学等に在籍する若手研究者と女性
研究者のための「社会一般からの寄付による」研究奨励
金制度です。2022年度は、若手研究者37名、女性研究者
38名の計75名に対し、合計で3,000万円を交付しました。
　次世代を担う多様な人財の育成を図る観点から、応募
者のこれまでの研究実績よりも、研究の特色や独創性、
熱意や将来性を重視しています。また、応募にあたり分
野の限定はせず、すべての研究を対象としています。
　私学事業団では、本奨励金の趣旨にご賛同いただける
企業等法人や個人の皆様にご支援をお願いしています。
わが国の未来を担う人財育成のため、本奨励金にご支援
を賜りますようお願い申し上げます。
　また、売上金の一部が本奨励金の寄付金に充てられる
「若手・女性研究者奨励金 寄付金付き自動販売機」の設
置につきましても、併せてご協力をお願いします。
※�本奨励金についての詳細は、私学事業団ホームページ
〔助成業務のご案内▶若手・女性研究者奨励金〕に掲
載していますので、ご参照ください。

　　　　　　　　　【助成部　寄付金課】　　　　　　　
� ☎03（3230）7317・7318　　　　
� Ｅメール　kifukin@shigaku.go.jp

〜その１本が、未来をつくる。〜

「若手・女性研究者奨励金」への
ご支援のお願い

　令和４年度学校法人基礎調査にご協力いただいた大
学・短期大学・高等専門学校を設置する学校法人に、
令和４年度版『今日の私学財政（大学・短期大学編）』
（CD-ROM）を12月末に送付しました。
　財務分析など学校経営の参考としてご活用ください。

　私学経営情報センター私学情報室では、会計処理をは
じめ、私学経営全般にわたる事項についてご質問・ご相
談を承っています。ぜひご利用ください。
� 【私学経営情報センター　私学情報室】
　　　　　　　　　 ☎03（3230）7846～7848
� Eメール　center@shigaku.go.jp

　令和４年11月１月より「文部科学省寄附ポータルサイ
ト」が開設されました。当事業団の「若手・女性研究者
奨励金」｢学術研究振興基金」も本サイトに参加してい
ます。参加により、私立大学等に在籍している若手研究
者、女性研究者のスタートアップとなる研究を支えるた
めの、また、学術研究のさらなる発展を
支えるための支援の輪が大きく広がって
いくことを期待しています。私学の皆様
におかれましても、引き続き、温かいご
支援をよろしくお願い申し上げます。

令和４年度版『今日の私学財政（大学・
短期大学編）』を送付しました

会計処理等のご質問・ご相談を
承っています

「文部科学省寄附ポータルサイト」に「若手・女性研
究者奨励金」「学術研究振興基金」が参加しました

こちらからアクセス

令和 5年 1月 1日　第 3 0 1 号

15

（「月報私学」はホームページにも掲載しています）
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融資事業のご案内 詳細は私学事業団ホームページをご覧ください
https://www.shigaku.go.jp/s_yushi_menu.htm

幼稚園・認定こども園に対する
融資条件が一部優遇されます

待機児童問題の解消、安心して子どもを預けられる環
境整備を後押しするため、令和４年度の私立幼稚園・
認定こども園を対象とする私学事業団の融資につい
て、融資条件が一部優遇されます。

※�上記以外にも融資条件があります。詳しくはホームページをご覧になるか融資
部融資課までお問い合わせください。
※所定の審査により、ご希望に添えない場合がございます。

■主な事業と融資金利（令和４年12月現在）

主な事業内容
返済期間（据置年数含む）

30年以内 20年以内 10年以内 ６年以内

校（園）舎などの
建築・用地取得

年％ 年％ 年％ 年％

1.40 1.00 0.50 0.46
寄宿舎などの
建築・用地取得 1.50 1.10 0.60 ―

園バスや備品
などの購入 ― ― 0.50

（5.5年以内）

0.34
※�返済期間が30年以内（21年以上）の融資は、原則として融資契約額が�
10億円以上の場合にご利用いただけます。
※�金利は毎月見直しています。なお、金利は融資契約時点の金利が適用され、
償還完了までの固定金利となります。

問い合わせ先（私学振興事業本部）
融資部融資課　☎03（3230）7862～7864、7866〜7868
Ｅメール　yushi@shigaku.go.jp

☆  融資率
園舎等の建築、土地購入	 事業費の80％以内 → 95%以内
園舎等の改修	 事業費の75％以内 → 95%以内

☆  資産査定額
　　（直近決算の）純資産の部合計額　×　30％
　　　　→　（直近決算の）純資産の部合計額　×　40%

１泊２食（１名様）　12,000円〜
取扱期間：通年
特典：夕食時にワンドリンクサービス（グラスワイン・ウーロン茶など）
　　　1名1,000円で「90分飲み放題」などの夕食サービス利用可能
　　　レイトチェックアウト12時
・夕食開始時間はあらかじめご指定ください（17～19時）。
・朝食は人気のバイキングです（７～９時）。
・お部屋はシングル・ダブル・ツイン・和室からお選びください。

１泊２食（１名様）
13,400円・14,500円・15,700円
取扱期間：通年（年末年始・繁忙期を除きます）
・夕食の内容により料金が異なります。
・京都市宿泊税200円を含みます。

本格京会席コース

宿泊施設のご案内 加入者のご予約は公式ホームページ
からの予約が断然お得です

京　都　白
し ら

　河
か わ

　院
い ん 〒606-8333　京都市左京区岡崎法勝寺町16　☎075（761）0201

JR「京都」駅前市バスターミナルＡ-１番乗り場、阪急「京都河原町」駅・京阪「三条」
駅から市バス５号系統「銀閣寺・岩倉」行きバスで「岡崎法勝寺町」下車、すぐ前

和洋折衷料理（夕食イメージ）　

白河院庭園　

〒983-0852　仙台市宮城野区榴岡4-1-5　☎022（299）6211（代表）
JR「仙台」駅（東口）から徒歩３分。地下鉄東西線「宮城野通」駅（北１出口）から徒歩
１分　https://www.hotelgp-sendai.com

京都市指定名勝の庭園と和の情緒あふれる数寄屋建築にて、
雅なひとときをお過ごしください。

豪華夕食付きゆったりプラン




